共通機器利用料金における年間パス適用の開始届出書


　　　年　　月　　日

農学部機器分析支援センター長　殿


所属分野　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　印　


信州大学農学部共通機器運用内規別紙における「年間パス（１指導教員当たり）」の利用料金を適用していただきたく、以下のとおり届出いたします。


適用年度：2020年度
※本年度はD棟改修工事のため、4～6月の3カ月間が年間パスの対象となり、その他の期間は使用毎の利用料金となります。

適用機器
	· 透過電子顕微鏡
	3カ月間  2,500円

	· 高分解能フーリエ変換核磁気共鳴装置
	年間パスなし

	· 全自動細胞解析装置
	3カ月間 15,000円

	· 共焦点レーザー顕微鏡　
	3カ月間  1,250円

	· ルミノ・イメージアナライザー
	3カ月間    375円

	· リアルタイムPCR装置
	3カ月間  1,250円

	· 精密回転式ミクロトーム
	3カ月間  1,250円

	· タイムラプス（培養）装置
	3カ月間  3,750円

	· パラフィン溶融機
	3カ月間    500円

	· バイオシェーカー
	3カ月間  1,250円

	· 蛍光実体顕微鏡
	3カ月間  2,500円


※年間パスを適用する機器をチェックすること。


支出財源
　予算詳細コード　：　J              
　予算詳細名　　　：                 
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